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5月14日に班外出に行って来ました。今回は3・4班合同で和歌山・

岩出方面に出かけました。昼食はびっくりドンキーで、ハンバーグ

やポテトフライ、ピザなど事前に自信で選んで召し上がっていただ

きました。昼食を食べた後には根来SL公園へと移動し、SLを見なが

ら、おやつを食べ、楽しまれました。普段は見ることのできないSL

を見ることが出来て、電車に興味のある方などは特に喜んでおられ

ました。普段は同じ場所で作業をしていますが、一緒に遠くに出か

ける機会はあまりなかったので、みなさん楽しく過ごせた班外出と

なりました。

庄野 達哉

私は、平成29年から令和元年にわたり、防災の担当として携わってきました。

その間にこれまでの防災避難訓練とは違い、避難経路がいつも同じだとは限らな

いという考え方を定着させるために、発災場所を直前に発表して「職員が自ら避難

経路を考えて誘導する」というやり方を行いました。こうすることにより、職員も

ご利用者の方々にとってもいつもとは違う緊張感を持って、災害時の「避難」とい

うことの重大性を体感することが出来たかと思います。

また実際の災害時に必要な知識として、職員によ

る緊急時の避難体制の基本知識と避難時の搬送法の

講習を、消防士をお招きして実施することが出来ま

した。

このようにして訓練を計画する立場となると、ど

うしたらより安全かつ簡単に、避難出来るよう導け

るか？を今まで以上に深く考えるようになりました。

殿谷
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